
今
年
度
の
総
会
は
、
６
月
18
日

（
土
）、
昨
年
と
同
様
ル
ブ
ラ
王
山
に

て
、
ご
来
賓
・
会
員
合
わ
せ
て
１
７

０
名
弱
の
参
加
を
頂
き
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
自
粛

ム
ー
ド
で
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
多

数
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。

総
会
・
懇
親
会
の
司
会
は
昨
年
の

「
新
入
会
員
の
紹
介
」
で
元
気
な
挨
拶

を
し
た
58
回
卒
の
中
島
真
理
さ
ん
が

務
め
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
冒
頭
に
陵
水
会
員
の

物
故
者
と
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
森
夲
支

部
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。
ご

来
賓
を
代
表
さ
れ
佐
和
隆
光
滋
賀
大

学
学
長
の
ご
挨
拶
を
頂
い
た
後
、
会

計
報
告
・
監
査
報
告
が
な
さ
れ
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
支
部

の
活
動
状
況
報
告
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
運
用
報
告
・
「
陵
水
亭
」
の
ご
案

内
を
含
む
）
の
後
、
新
た
に
今
年
か

ら
実
施
さ
れ
た
予
算
案
報
告
が
承
認

さ
れ
、
支
部
年
会
費
・
本
部
年
会
費

の
一
括
口
座
引
落
制
度
の
説
明
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
佐
和
学
長
に

よ
る
講
演
会
と
続
き
総
会
の
部
を
終

了
し
ま
し
た
。

会
場
を
変
え
た
懇
親
会
は
、
陵
水

男
声
合
唱
団
の
コ
ー
ラ
ス
で
ス
タ
ー

ト
。
続
い
て
大
森
陵
水
会
理
事
長
か

ら
、
大
学
の
現
状
・
滋
賀
大
学
リ
ス

ク
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況
・
就

職
状
況
等
の
詳
細
な
説
明
を
含
ん
だ

ご
挨
拶
を
頂
い
た
後
、
倉
坪
副
支
部

長
に
よ
る
乾
杯
、
歓
談
へ
進
行
し
、

し
ば
ら
く
旧
交
を
温
め
た
後
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
開
催
。
「
兄
貴
潰
し
」

に
よ
る
３
組
の
お
笑
い
を
楽
し
み
、

同
お
笑
い
メ
ン
バ
ー
の
司
会
進
行
に

よ
る
ビ
ン
ゴ
大
会
へ
と
続
き
、
上
位

当
選
者
へ
は
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
の
村
瀬

副
支
部
長
か
ら
景
品
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
懇
親
会
も
佳
境
に
入
り
大
合

唱
で
は
彦
根
高
商
校
歌
・
偲
聖
寮
寮

歌
・
琵
琶
湖
周
航
の
歌
を
全
員
で
高

ら
か
に
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。
来
年
度

幹
事
で
あ
る
25
回
生
の
決
意
表
明
が

行
わ
れ
た
後
、
最
後
に
高
商
21
回
卒

の
杉
浦
弘
様
に
中
締
め
と
万
歳
三
唱

の
音
頭
を
お
と
り
頂
き
、
会
は
盛
況

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
佐
和
学
長
出
席

ほ
ぼ
昨
年
並
　
　
　
　
　
　

　
　
一
七
〇
名
弱
の
参
加
者
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平
成
２３
年
６
月
１８
日
�

陵
水
会
名
古
屋
支
部
総
会
開
催

平
成
２３
年
度

森夲支部長

受付風景

日
頃
は
陵
水
会
活
動
へ
の
ご
支

援
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
今
日
で
百

日
目
、
い
ま
だ
に
多
数
の
行
方
不

明
者
が
み
え
、
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く

み
え
ま
す
。
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
震
災
は
日
本
の
大

ピ
ン
チ
で
す
が
、
先
送
り
し

て
き
た
諸
課
題
に
震
災
を
契

機
に
全
力
で
取
組
み
、
今
度

こ
そ
国
の
再
建
を
進
め
て
も

ら
い
た
い
。
我
々
も
自
分
で
出
来

る
範
囲
で
全
力
を
つ
く
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
の
現
況
は
、
就
職
予
定
率

が
全
国
平
均
を
上
回
る
九
五
％
程

と
高
く
、
学
生
・
大
学
側
の
努
力

に
加
え
陵
水
会
員
で
あ
る
皆
様
方

の
日
頃
の
ご
活
躍
の
賜
物
と
存
じ

ま
す
。

支
部
総
会
を
活
性
化
し
参
加
人

数
を
増
や
す
こ
と
を
課
題
に

し
て
、
昨
年
か
ら
開
催
曜

日
・
時
間
・
場
所
を
変
更
し

た
結
果
、
昨
年
は
目
標
を
ほ

ぼ
達
成
で
き
ま
し
た
。

本
日
は
、
佐
和
学
長
に
ご

出
席
頂
き
、
後
程
ご
講
演
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
懇

親
会
で
は
当
番
幹
事
が
お
笑
い
や

ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
を
企
画
し
て
お

り
、
余
興
満
載
と
の
学
長
お
墨
付

き
の
総
会
を
お
楽
し
み
頂
け
た
ら

と
祈
念
し
、
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

森夲支部長
挨拶



懇
親
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
企
画

時
に
、
た
ま
に
は
く
だ
け
た
催
事
を

実
施
し
て
み
た
ら
と
の
意
見
も
あ

り
、
豊
橋
を
拠
点
に
活
躍
し
て
い
る

若
手
お
笑
い
集
団
の
「
兄
貴
潰
し
」

に
出
演
を
依
頼
し
、
ビ
ン
ゴ
大
会
も

同
メ
ン
バ
ー
の
司
会
進
行
で
盛
り
上

げ
る
こ
と
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
こ
の

時
期
に
お
笑
い
は
？
と
の
た
め
ら
い

が
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
皆
様
方
に

お
楽
し
み
頂
き
多
少
で
も
元
気
が
出

れ
ば
と
、
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

３
組
の
コ
ン
ビ
が
出
演
し
、
そ
れ

ぞ
れ
個
性
を
発
揮
し
ま
し
た
。
大
型

ス
ク
リ
ー
ン
に
よ
り
中
継
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
会
場
の
特
性
か
ら
一
部

の
方
に
は
観
に
く
か
っ
た
こ
と
を
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

ビ
ン
ゴ
大
会
は
一
転
し
、
お
お
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
景
品
は
１

等
が
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
サ
イ
ン
色

紙
、
２
等

が
彦
根
千

成
亭
の
近

江

牛

１

㎏
、
３
等

が
イ
チ
ロ

ー
選
手
の

プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
ド
と
市
販
前
の
チ

チ
ロ
ー
の
カ
レ
ー
と
い
う
紹
介
が
司

会
者
か
ら
あ
り
、
各
自
が
景
品
ゲ
ッ

ト
す
べ
く
配
付
さ
れ
た
ビ
ン
ゴ
カ
ー

ド
を
手
に
ス
タ
ー
ト
。
デ
ジ
タ
ル
ビ

ン
ゴ
機
器
の
軽
快
な
サ
ウ
ン
ド
と
と

も
に
次
々
と
数
字
が
報
告
さ
れ
、
兄

貴
潰
し
の
メ
ン
バ
ー
も
会
場
に
散
ら

ば
り
、
リ
ー
チ
の
声
が
あ
が
っ
た
方

を
舞
台
に
誘
導
、
一
時
は
十
数
名
が

競
う
ほ
ど
で
し
た
。
い
よ
い
よ
ビ
ン

ゴ
決
定
、
上
位
当
選
者
へ
は
村
瀬
副

支
部
長
か
ら
景
品
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
４
等
以
下
の
景
品
も
多
数
あ
り
、

内
容
は
開
け
て
の
お
楽
し
み
と
い
う

こ
と
で
、
当
選
者
に
選
ん
で
頂
き
ま

し
た
。
景
品
も
残
り
少
な
く
な
っ
た

こ
ろ
、
会
場
の
前
列
で
リ
ー
チ
か
ら

ビ
ン
ゴ
に
な
ら
な
い
方
が
１
名
、
佐

和
学
長
で
し
た
が
無
事
景
品
を
ゲ
ッ

ト
さ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

（2）名 古 屋 陵 水2011年9月25日　第33号

株式会社 アルファコンサルティング
牧 野 博 和代表取締役 （大28回）

〒460-0002  名古屋市中区丸の内2－20－25
　　　　　　丸の内ＳＴビル9Ｆ
　　　　　　TEL（052）223-2011　FAX（052）223-2013
　　　　　　E-mail  info@alpha-consul.com
　　　　　　URL  http://alpha-consul.com

生命保険・損害保険37社を取り扱う代理店です。

喫茶　ベル

鈴 木 俊 彦 （大33回）

名古屋市港区秋葉１－120
（国道302号南陽農協前交差点角）

TEL　052－301－5437

佐
和
学

長
講
演
の

演

題

は

「
彦
根
城

外
堀
の
ブ

ラ
ッ
ク
ス

ワ
ン
」
と

題
し
、
国

際
金
融
危

機
と
東
日
本
大
震
災
を
考
え
る
と
い

う
副
題
で
、
そ
の
要
旨
は
次
の
と
お

り
で
す
。

彦
根
城
外
堀
に
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ワ
ン

が
い
た
！
…
本
来
白
い
は
ず
の
白
鳥

が
黒
い→

あ
り
え
な
い
！

２
０
０
７
年
刊
行
の
ナ
シ
ー
ム
・

ニ
コ
ラ
ス
・
タ
レ
ブ
の
「
ブ
ラ
ッ
ク

ス
ワ
ン
」
は
、
０
８
年
の
国
際
金
融

危
機
を
予
測
し
た
著
作
と
し
て
も
て

は
や
さ
れ
た
。
タ
レ
ブ
の
定
義
…
Ｂ

Ｓ
と
は
「
ほ
と
ん
ど
起
こ
り
え
な
い

が
、
起
こ
れ
ば
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
事
象
」
の
こ
と
を
言
う
。

国
際
金
融
危
機
は
Ｂ
Ｓ
で
は
な
か

っ
た
と
タ
レ
ブ
は
著
書
「
強
さ
と
脆

さ
」
で
シ
ス
テ
ム
の
脆
さ
が
現
れ
た

だ
け
だ
と
言
っ
た
。
他
方
グ
リ
ー
ン

ス
パ
ン
Ｆ
Ｒ
Ｂ
前
議
長
は
１
０
０
年

に
１
度
の
危
機
だ
っ
た
と
言
う
。

大
切
な
の
は
Ｂ
Ｓ
の
襲
来
に
対
し

頑
健
な
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
。
…

複
雑
化
を
単
純
化
に
中
和
せ
よ
！
金

融
市
場
の
複
雑
化
を
、
金
融
商
品
の

単
純
化
で
中
和
を
！

な
ぜ
彦
根
城
外
堀
に
Ｂ
Ｓ
が
？
…

桜
田
門
外
の
変
以
後
彦
根
藩
と
水
戸

藩
は
対
立
。
以
降
不
仲
は
持
ち
越
さ

れ
た
が
、
親
善
都
市
協
定
を
締
結
し

た
折
彦
根
か
ら
白
鳥
が
水
戸
か
ら
梅

の
苗
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
、
そ
の
後

彦
根
城
で
世
界
古
城
展
が
開
催
さ
れ

た
折
Ｂ
Ｓ
４
羽
が
水
戸
市
か
ら
彦
根

市
に
贈
ら
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
は
Ｂ
Ｓ
？
…
地
震

と
津
波
は
ま
さ
し
く
Ｂ
Ｓ
で
あ
っ
た

が
、
福
島
原
発
事
故
は
、
タ
レ
ブ
が

国
際
金
融
危
機
に
つ
い
て
言
っ
た
の

と
同
じ
く
、
シ
ス
テ
ム
の
脆
さ
が
現

れ
た
だ
け
で
あ
る
。

Ｂ
Ｓ
襲
来
（
原
発
事
故
）
に
備
え

て
の
頑
健
性
の
具
備
が
必
要
で
あ

り
、
原
発
の
様
々
な
問
題
点
を
指
摘

さ
れ
、
最
後
に
タ
レ
ブ
の
警
鐘
と
し

て
、「
成
功
報
酬
を
も
ら
え
る
人
に

原
発
を
経
営
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

金
融
リ
ス
ク
の
管
理
も
ダ
メ
だ
。
」

と
の
言
葉
を
紹
介
さ
れ
、
締
め
く
く

ら
れ
た
。

佐

和

学

長

　

講

演

告

平
成
24
年
度
　
陵
水
会
名
古
屋
支
部
総
会

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

お
笑
い
と
ビ
ン
ゴ
大
会

お笑い集団「兄貴潰し」

ビンゴ・景品授与



総
会
・
懇
親
会
が
盛
況
裡
に
終
え

ら
れ
、
会
員
皆
様
と
24
回
卒
同
級
生

幹
事
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
と
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
懇
親
会
で
は

例
年
と
趣
向
を
変
え
少
し
く
だ
け
た

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
企
画
し
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
自
粛

ム
ー
ド
の
中
た
め
ら
い
が
あ
り
ま
し

た
が
、「
日
本
を
元
気
に
す
る
」
と

の
趣
旨
で
実
行
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
新
入
会
員
の
参
加

が
な
く
、
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
が
、

無
事
終
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
致
し

ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
学
25
回
の
片
岡
嘉
幸
で
す
。
来

年
の
総
会
幹
事
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
現
在
同
期
の
仲
間
を
増

や
し
て
い
る
段
階
で
す
が
、
や
っ
と

13
名
の
仲
間
が
で
き
ま
し
た
。
先
輩

に
負
け
な
い
企
画
を
と
張
り
切
っ
て

議
論
（
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
）
し

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

来
年
度
総
会
に
向
け
て

総
会
を
終
え
て

2011年9月25日　第33号名 古 屋 陵 水（3）

片
岡
嘉
幸

（
大
25
）

近
藤
一
菜

（
大
24
）

スタート・男声合唱団 大森理事長あいさつ

歓談する先輩たち 佐和学長を囲んで

琵琶湖周航の歌大合唱 来年への決意表明

懇
親
会
ス
ナ
ッ
プ
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収　入　の　部 支　出　の　部
前年度繰越金
平成22年度総会会費
平成22年度支部会費
本部より補助金
広告収入
寄付収入
雑収入
　　　　計

平成22年度総会費用
印刷費（総会分）
　〃　　（会報分）
会議費
交際費
雑費
次年度繰越金
　　　　計

113,944
1,645,000
632,000
145,400
120,000
49,000
80,087

2,785,431

1,516,734
408,487
358,522
26,580
35,000
28,083
412,025
2,785,431
（単位：円）

陵水会名古屋支部
収支報告書

自　平成22年３月１日
至　平成23年２月28日

支部会費：2,000円×316名
本部会費：3,000円×265名

（代理集金）

平成23年度陵水会名古屋支部会費納入者一覧表

杉山一雄         
榊原明         
荒島保、杉浦弘、井澤慶一       
浅野恒彦、瀬尾且二、鈴木明男、大脇昭三、所鉦一、垣本武郎    
鈴木貴晴、七家亘康、馬路芳郎       
夏原昭         
森田三郎         
中村博         
小島章、山口孝夫        
山田信一、奥野和夫、矢野浩一郎       
勝忠男、河合万之助、福田重光、加藤昌彦、堀田一幸、伊藤良蔵、
鷲尾幸三、木村善雄、山口修、鹿野磯夫
井箟英之、岡田一、森谷馨、福本利雄、石川茂行、横関不二男    
新畑貫市、河野洋久、内藤和秀、石井正樹、祖父江清治     
森田收、森照明、柴宗平、近藤実、清水有     
加藤功、岩田修司、市村仁、石橋政雄、豊田一利、伊與正道、
久保昭、青井春美、七里年昌 
清俊三、松島利一、坂清司、神谷愼太郎      
久野勝利、堀田隆幸、鍋野可幸、脇田佳男、伊藤英夫、布藤久夫、
近藤敬三、木村秀夫、清水明、吉田正克、吉田宜正         
杉山繁城、坂東史雄、清水吉男、加藤伸、杉田嘉　、清水一冶、
榊原寛、後藤寅二郎、大西敏隆 
深井精興、鷲見公嗣、上原信彦、間瀬俊彦、嶋田興志、浅田為正、
辻瑛、佐野康治、桑原誠、小島興一、大野眞一         
小林雍正、赤坂郁昌、築山宏一、山村大二郎、鶴森昭雄、木元眞一、
纐纈裕達、内藤嘉美  
伊藤靖久、古田公三、鬼頭時夫、国立徹、牧野圭壮、山田正治、
榊原昌夫、水野浩、田中慶一郎 
後藤一而、佐橋孝、鈴木慎吾、加藤宗作、加藤俊二、大竹雅司、
福田勇夫、加藤嘉隆、加藤公男、森夲正、森芳雄、角井正澄、
吉野祐次郎、丹下義友、吉田武久、山田建造、酒井盛雄、川村憲一、
倉坪和久、尾形榮一、嶋津導彦         
藤原寛治、山中正行、望月弘隆、早川匡彦、古橋功朗、市川弘幸、
岡村明光、青山一道、石原秀夫、森崎敏男、石倉雅夫、牧野安宏、
奥谷弘和       
伊藤英雄、松坂光八郎、余語寿郎、森下昭造、服部憲昌、長坂重信、
杉山皓造、村瀬英己、吉田稔 
蜂須賀聰太、竹島毅、堀場文夫、伊藤義信      
池口克彦、伊藤信行、柘植和夫、川茂進一、阿多博之、南寿英二、
石井卓、浅沼和彦、堀田郁雄、青山政弘、岩田政三         
利岡明憲、山下松志        
加藤満、岡田敏光、沓名隆夫、外山哲男、山口郁夫、春木隆助、
松林茂晴   

岩瀬昭一、服部壽惠廣、原田准次、冨田敏夫、天野雅裕、鹿住誠、
石井和敏、板谷憲治、山口隆、伊藤惠治
森本良夫、上中健人、川端修、村山明司、山内薫     
野寺賢二、脇田秀昭、松下和久、鈴木康春、塩瀬和美、稲熊武雄、
今井田昭三   
高山穰、山本守、太田昭憲、三輪直樹、太田孝夫、加藤隆英、
牧真喜子、木下貞之、木村正文、酒井康行、森勇次、山内佳紀、
大山能孝       
杉原隆義、大本哲男、牛田好紀、後藤佳良、梛野誠、奥野博之、
安達誠二 杉崎昌英、野瀬広司、松原伸行、吉田貴美子、渡邉孝宏、
石川良信、森幹宏、吉村謙司、鈴木理博、中田隆久、近藤一菜、
吉田誠 
伊奈伸夫、鈴木幸一、児玉正治、加藤太伸、村越勝美、遠藤稔、
野々山　雄、三矢誠、伊藤広之、榎本尚哉、新美元博、片岡嘉幸       
鬼頭由秀、山内喜栄、三宅郁夫       
山本吉男、伊藤博樹        
加藤孝、牧野博和、長谷芳郎      
兼松賢、水野潔、表野宏和、今尾文明、田中弘司     
岸泰志、久田寿一、伴茂樹、澤木享弘      
寺西基治、橋本衞、苅谷健、堀洋一、山田康博     
武藤亨、倉田弘継        
渡邊春仁、鈴木俊彦、横井隆幸       
河合伸幸         
志賀康仁         
吉村公成、三澤幸一、宮田達彦       
夏見和史、日比野厚、渡邉忠守       
山元司         
野村誠治、脇田英市        
後藤良太、安井正人、金澤清美、小林靖      
高橋和孝、松田耕平        
野呂真貴         
白井達也         
畔柳雄一、渡邉智子        
鈴木章司、　瀬友歌、中島真理       
吉本強志、中尾友保        
寺倉幸夫         
長谷川信三         
竹尾雅芳         
佐藤択磨         
川地正章         

本14
本20
本21
本22
本23
本24
東01
東03
工01
大01
大02

大03
大04
大05
大06

大07
大08

大09

大10

大11

大12

大13

大14

大15

大16
大17

大18
大19

大20

大21
大22

大23

大24

大25

大26
大27
大28
大29
大30
大31
大32
大33
大34
大35
大36
大37
大39
大40
大43
大44
大47
大49
大50
大58
大59
短04
短07
短18
短37
院02

卒回 氏　　　　名 卒回 氏　　　　名

平成23年7月31日現在　合計300名

※上記には、本部扱いによる金融機関口座からの自動引落納入者51名を含む。

※総会の折、ご寄付いただいた方々には厚く御礼申し上げます。合計95,000円（10名）
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後藤佳良税理士事務所

税理士　後　藤　佳　良（大24回）

〒462-0825　名古屋市北区大曽根1-15-11
TEL  052-991-5880

ヨシ カズ

予　

平
成
24
年
6
月
9
日
�

11
時 

総
会
開
始
　
場
所: 

ル
ブ
ラ
王
山

陵水会名古屋支部　支部役員

顧　　問

　 〃

　 〃

　 〃

支 部 長

副支部長

　 〃

幹 事 長

副幹事長

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

会計幹事

監　　事

本科21回

大学　3回

大学　8回

大学10回

大学13回

大学13回

大学15回

大学17回

大学15回

大学19回

大学22回

大学30回

大学33回

大学43回

大学21回

大学14回

役職名 氏　　名 卒業年次

井 澤 慶 一

岡 田 　 一

吉 田 宜 正

小 島 興 一

森 夲 　 正

倉 坪 和 久

村 瀬 英 己

岩 田 政 三

吉 田 　 稔

松 林 茂 晴

今井田　昭　三

久 田 寿 一

横 井 隆 幸

金 沢 清 美

山 内 　 薫

奥 谷 弘 和

陵水会名古屋支部　本部役員

顧　　問

副理事長

　 〃

理　　事

　 〃

評 議 員

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

大学　3回

大学10回

大学13回

大学13回

大学17回

大学　5回

大学　6回

大学　8回

大学　8回

短大　7回

大学15回

大学15回

大学17回

大学21回

大学22回

大学30回

役職名 氏　　名 卒業年次

岡 田 　 一

小 島 興 一

森 夲 　 正

倉 坪 和 久

簗　瀬　悠紀夫

南 野 輝 久

伊 與 正 道

吉 田 正 克

吉 田 宣 正

長谷川　信　三

村 瀬 英 己

吉 田 　 稔

岩 田 政 三

山 内 　 薫

今井田　昭　三

久 田 寿 一

震
災
の
影
響
に
よ
る
自
粛
モ
ー
ド

の
中
、
平
成
23
年
度
陵
水
会
名
古
屋

支
部
総
会
を
無
事
に
終
え
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

昨
年
度
の
新
入
会
員
で
あ
り
な
が

ら
、
今
回
司
会
と
い
う
大
役
を
任
さ

れ
ま
し
た
。

幹
事
の
皆
様
と
は
細
部
に
わ
た
り

何
度
も
打
合
せ
を
し
、
本
番
の
会
に

臨
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

同
窓
生
と
の
再
会
を
懐
か
し
む
笑

顔
や
、
あ
た
た
か
で
盛
大
な
拍
手
に

包
ま
れ
本
当
に
大
成
功
の
う
ち
に
会

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
粛
・
不
景
気
な
ど
の
不
協
和
音

の
中
で
こ
そ
改
め
て
同
窓
生
の
絆
を

感
じ
ら
れ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
ご
来
賓
の
皆

様
、
会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
幹
事
の

皆
様
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年

度
も
、
今
年
度
以
上
に
盛
況
な
会
と

な
り
ま
す
よ
う
多
く
の
参
加
者
と
の

笑
顔
で
の
再
会
を
心
よ
り
お
待
ち
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

同
窓
生
の
絆
を
強
く
感
じ
ま
し
た

司
会
担
当
　
中
島 

真
理
（
大
58
）



シ
ャ
ン
パ
ン
を
開
け
る
テ
ラ
ス
や
岩
燕

松
本
、
美
ヶ
原
高
原
の
主
峰
王
ヶ
頭

（
二
〇
三
四
米
）
に
遊
ん
だ
際
、
王

ヶ
頭
ホ
テ
ル
の
情
景
で
す
。

友
の
墓
一
基
新
し
炎
天
下

一
月
逝
っ
た
畏
友
沓
名
敏
郎
君
の
新

墓
に
詣
で
た
。
葬
儀
は
厳
寒
の
中
、

其
の
日
は
炎
暑
だ
っ
た
。

公
園
の
真
っ
赤
な
薔
薇
と
恋
に
落
ち

鶴
舞
公
園
に
（
大
き
な
）
真
っ
赤
な

バ
ラ
が
咲
い
て
い
て
、
そ
の
バ
ラ
を

見
て
い
る
と
バ
ラ
か
ら
も
見
つ
め
ら

れ
て
い
る
気
が
し
、
恋
に
落
ち
た
感

じ
で
幸
せ
。

踊
り
堤
灯
飾
る
町
筋
水
奔
る

郡
上
八
幡
の
古
い
家
並
の
水
の
流
れ

は
速
く
、
近
づ
く
盆
踊
り
の
熱
気
を

予
感
さ
せ
た
。

節
電
の
簾
売
場
に
客
多
し

原
発
の
破
損
は
、
生
活
の
原
点
を
見

直
す
動
き
と
な
り
、
こ
ん
な
現
象
も
。

闇
の
杜
灯
る
ま
き
わ
ら
尚
武
祭

熱
田
神
宮
で
行
わ
れ
る
祭
り
で
、
夕

闇
の
中
提
灯
に
点
火
さ
れ
る
景
観
で

す
。

年
令
積
み
て
喉
も
確
か
や
初
謡

滋
大
「
謡
曲
部
」
の
面
々
と
今
も
月

一
回
の
練
習
と
そ
の
後
の
歓
談
が
う

れ
し
い
。

甚
平
や
語
源
如
何
ん
と
着
替
す
る

夏
は
甚
平
を
着
た
く
な
る
。
取
出
し

た
時
い
っ
た
い
甚
平
の
語
源
は
ど
こ

か
ら
か
と
ふ
と
い
ぶ
か
る
。

積
読
の
丈
ま
さ
り
ゆ
く
残
暑
か
な

気
力
と
視
力
の
低
下
に
よ
り
読
書
力

も
劣
化
、
加
え
て
こ
の
猛
暑
と
節
電
。

霍
乱
や
ユ
ダ
ヤ
の
魂
消
す
ア
ウ
シ
ュ

ビ
ッ
ツ

六
月
長
男
勤
務
地
ポ
ー
ラ
ン
ド
訪
。

ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
は
当
時
の
ま
ま
に

残
さ
れ
、
陰
惨
さ
に
言
葉
な
し
。

現
在
の
機
能
は
次
の
通
り
で
す
。

１．

機
関
紙
「
名
古
屋
陵
水
」
の
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
機
能
（
現
在
閲

覧
可
能
は
№
23
〜
32
）。

２．

彦
根
・
大
学
関
係
ト
ピ
ッ
ク
ス

や
名
古
屋
支
部
会
員
近
況
情
報

等
を
掲
載
。『
彦
根
だ
よ
り
』

（
ブ
ロ
グ
形
式
）

http://hikone.ryosui.jp

主
な
大
学
行
事
等

『
陵
水
協
力
講
義
〜
２
０
１

０
／
10→

２
０
１
０
／
11
』

『
滋
賀
大
Ｏ
Ｂ
オ
ケ
聴
衆
６
０

０
人
を
魅
了
（
２
０
１
０
／

９
／
12
陵
水
フ
ィ
ル
演
奏
会
）』

『
大
学
創
立
60
周
年
記
念
特
別

講
演
会
（
人
口
縮
小
経
済
へ
の

処
方
箋
、
戸
田
一
雄
氏
〜
２
０

１
０
／
12
／
６
於
大
阪
）』

『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
お
知
ら
せ

（
持
続
可
能
な
都
市
交
通
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
む
け
て
、
佐
和

隆
光
氏
〜
２
０
１
１
／
３
／
14

於
京
都
）』

『
リ
ス
ク
フ
ラ
ッ
シ
ュ
（
滋
賀

大
学
リ
ス
ク
研
究
所
）』

３．

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
（
６
／
14

現
在
１
８
１
名
参
加
）
に
よ
る

会
員
の
交
流
。
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

４．

検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
『
陵
水
会
名

古
屋
支
部
』『
名
古
屋
陵
水
』

「
陵
水
会
名
古
屋
支
部
」
で
は
、

平
成
９
年
か
ら
月
に
一
度
の
「
交
友

サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
続
け
て
い
ま
す
。

名
づ
け
て
『
陵
水
亭
』

老
い
も
若
き
も
気
楽
に
集
ま
っ

て
、
時
々
は
彦
根
に
思
い
を
馳
せ
、

学
生
時
代
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
、

大
い
に
話
を
弾
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

【
編
集
後
記
】

〔
原
稿
募
集
及
び
ご
意
見
を
！
〕

皆
様
の
原
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
テ
ー
マ
自
由

編
集
担
当
　
吉
田
　
稔
（
大
15
）

1
FAX
０
５
２
│

７
５
１
│

２
０
１
０

E
-m
ail
m
i_yoshida0502@

yahoo.co.jp

〈
時
　
間
〉
原
則
と
し
て
毎
月
第
２
金
曜
日

午
後
6：

30
〜

〈
場
　
所
〉
錦「
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
」10
階『
唐
観
月
』

〈
会
　
費
〉
５
、０
０
０
円

〈
日
　
程
〉

平
成
23
年
10
月
14
日（
金
）
11
月
11
日（
金
）

12
月
（
休
み
）

平
成
24
年
1
月
13
日（
金
）
2
月
10
日（
金
）

3
月
9
日（
金
）
4
月
13
日（
金
）

5
月
11
日（
金
）
6
月
8
日（
金
）

南
野
輝
久（
大
5
）

柴
　
宗
平（
大
5
）

榊
原
　
明（
高
20
）

倉
坪
和
久（
大
13
）

久
保
　
昭（
大
6
）

木
村
芳
夫（
大
8
）

河
村
実
鏤（
大
7
）

片
岡
嘉
幸（
大
25
）

伊
與
正
道（
大
6
）

石
橋
政
雄（
大
6
）
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『
陵
水
亭
案
内
』

N

〈桜通り〉

テレビ塔

〈
大
津
通
り
〉

〈錦通り〉

●NHK

●

芸術文化
センター

オ
ア
シ
ス
21

TEL 052－953－2820 ／ 0120－489953

名古屋市中区錦３－５－４
セントラルパークアネックスビル10F

東急ハンズアネックス 10階

唐観月

北越物産株式会社
伊 藤 仁 隆代表取締役 （大14回）

●本　　　社
〒950-0962  新潟市中央区出来島１丁目５－55

携帯：090-4850-0656

〒943-0804  上越市新光町１丁目６－11　楡井事務所内
●上越事務所

TEL：（025）-522-8166

陵

水

俳
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自
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解

陵水会名古屋支部
ホームページ情報コーナー

名古屋支部ホームページ
http://nagoya.ryosui.jp

『彦根だより』
http://hikone.ryosui.jp


